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別添４  
 

科学的根拠が医学的・栄養学的に広く認められ  
確立されている疾病リスク低減表示について  

 
疾病リスク低減表示として現時点で科学的根拠が医学的・栄養学的

に広く認められ確立されているものは、別表に掲げるとおりである。な

お、本文書で用いられる略語は別添１及び別添２によることとする。  
別表に掲げる疾病リスク低減表示を行う場合、別表の第１欄に掲げ

る関与成分について、保健の用途の表示は第２欄のとおり、摂取をする

上での注意事項は第３欄のとおり表示し、一日摂取目安量に含まれる

関与成分の量については第４欄から第５欄までに示す範囲に該当する

必要がある。  
 

別表に示すカルシウム及び葉酸に係る疾病リスク低減表示の申請に

当たっては、添付資料のうち、以下のものを省略することができる。  
（１）「一日当たりの摂取目安量及び摂取をする上での注意事項に関す

る資料」  
（２）「食品及び特定の保健の目的に資する栄養成分に係る保健の用途

及び一日当たり摂取目安量を医学的及び栄養学的に明らかにした

資料」  
（３）「食品及び特定の保健の目的に資する栄養成分の安全性及び安定

性に関する資料」のうち、特定の保健の目的に資する栄養成分に係

るもの  
（４）「特定の保健の目的に資する栄養成分の物理的性状、化学的性状

及び生物学的性状並びにその試験方法に関する資料」  
 

なお、特定保健用食品（疾病リスク低減表示）の申請にあっては、（２）

として、当該関与成分の効果を検証した論文からなるメタアナリシス

の論文、（３）として、当該メタアナリシスの論文に引用された論文に

基づいて、有害事象を生じない摂取量を検証した資料をそれぞれ添付

することとしているが、これらについても省略することができる。
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別表  
第１欄 第２欄 第３欄 第４欄 第５欄 

関与成分 保健の用途の表示 摂取をする上での注意事項 一日摂取目安

量に含まれる

関与成分の量

の下限値 

一日摂取目安

量に含まれる

関与成分の量

の上限値 

カルシウム（食品添加

物公定書等に定められ

たもの又は食品等とし

て人が摂取してきた経

験が十分に存在するも

のに由来するもの） 

この食品はカルシウムを豊富

に含みます。日頃の運動と適切

な量のカルシウムを含む健康

的な食事は、若い女性が健全な

骨の健康を維持し、歳をとって

からの骨粗鬆症になるリスク

を低減する可能性があります。 

一般に疾病は様々な要因に

起因するものであり、カル

シウムを過剰に摂取しても

骨粗鬆症になるリスクがな

く な る わ け で は あ り ま せ

ん。 

300mg 700mg 

葉酸（プテロイルモノ

グルタミン酸） 

この食品は葉酸を豊富に含み

ます。適切な量の葉酸を含む健

康的な食事は、女性にとって、

神経管閉鎖障害※を持つ子ども

が生まれるリスクを低減する

可能性があります。 

一般に疾病は様々な要因に

起因するものであり、葉酸

を過剰に摂取しても神経管

閉鎖障害を持つ子どもが生

まれるリスクがなくなるわ

けではありません。 

400μg 1,000μg 

（注）葉酸の保健の用途の表示の注釈として、以下を表示すること。  
※神経管閉鎖障害とは、妊娠初期に脳や脊髄のもととなる神経管と呼ばれる部分がうまく形成されないこと

によって起こる神経の障害です。葉酸不足のほか、遺伝などを含めた多くの要因が複合して発症するもの

です。  


